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東武鉄道株式会社 
 

東武鉄道（本社：東京都墨田区）では、沿線の施設名称等を入れた副駅名称を新たな広告媒体として

導入します。その第１弾として、２０１６年１月２７日（水）より東上線 東武練馬駅と高坂駅、

２０１６年２月１日（月）より東上線 霞ヶ関駅で副駅名称の掲出を開始します。 

 これは、多くのお客さまが利用される駅ホームにおいて、最も視認性の高い駅名標板に施設名称等を

入れた副駅名称を広告媒体として活用することで、当該施設の最寄駅であることを分かりやすくすると

ともに、地域と当社の鉄道路線がより多くのお客様に親しまれることを目的として展開するものです。 

第１弾は、大東文化大学板橋キャンパス最寄駅の東武練馬駅を「東武練馬（大東文化大学前）」、同大

学東松山キャンパス最寄駅の高坂駅を「高坂（大東文化大学東松山キャンパス前）」、東京国際大学最寄

駅の霞ヶ関駅を「霞ヶ関（東京国際大学前）」として副駅名称に採用いたします。 

今後も当社線内の他駅において、副駅名称を展開し、分かりやすさや親しみやすさの向上を図ります。 

概要は以下のとおりです。 

 

【副駅名称概要】 
 

掲出箇所 既存駅名標板内 

※掲出駅名標板数は駅によって 

異なります。 

サイズ タテ１０ｃｍ×横１０５ｃｍ（最大） 

対象駅 

（今回販売） 

東武線内３５駅 

※東武本線：２６駅 

 東 上 線： ９駅 

（対象駅は順次増やしてまいります） 

初回掲出駅 １月２７日（水）より 

・東武練馬 

（大東文化大学前） 

・高坂 

（大東文化大学 

東松山キャンパス前） 

２月１日（月）より 

・霞ヶ関 

（東京国際大学前） 

 

以 上 
 
 
 

 

※お問い合わせは、東武鉄道お客さまセンター ０３－５９６２－０１０２ 

新たな広告媒体として「副駅名称」を導入します！ 
～第 1弾は 東上線の３駅で開始します～ 

沿線にゆかりのある施設名称を駅名標板で紹介！ 

△副駅名称を標記した駅名標板（イメージ） 


